
公
事
作
法
を
め
ぐ
る
藤
原
経
房
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

(上
)

鈴

木

理

恵

T
h
e

E

NerSO
n
a
l

netw

orko

f

T
s

une
fu

s
a
F

ujiwa
ra

atmu
t

thec

eremo

n

y

man
n

er
s
i

R
ie
S
U
Z
U
K
Z

は
じ
め
に

藤
原
経
房
は
'
醍
醐
天
皇
の
外
祖
父
と
し
て
内
大
臣
に
昇
っ
た
高
藤
を

祖
と
す
る
勧
修
寺
流
藤
原
氏
に
属
す
る

T
)
｡
皇
室
と
の
血
縁
が
疎
遠
に
な

る
に
従
い
､
宮
廷
内
で
の
同
氏
の
地
位
は
下
降
線
を
た
ど
っ
て
い
た
が
､
経

房
の
曽
祖
父
に
あ
た
る
為
房
が
実
務
官
僚
と
し
て
活
躍
し
て
再
興
を
果
た
し

た
｡
為
塀
の
息
男
の
う
ち
'
為
隆

･
親
隆
は
参
議
に
昇
り
､
顕
隆

･
朝
隆
は

三
事
兼
帯
を
経
て
権
中
納
言
に
至
っ
た
｡
鳥
羽
院
政
期
に
は
名
家
と
し
て
の

家
格
を
成
立
さ
せ
た

(2
)
｡
名
家
と
は
t
r磯
原
抄
｣
に
よ
れ
ば
'
勧
修
寺

流
藤
原
氏
の
為
塀
'
内
麻
呂
流
藤
原
氏
の
有

(荏
)
国
'
高
横
流
桓
武
平
氏

の
親
宗
､
の
そ
れ
ぞ
れ
の
子
孫
を
指
し
'
藤
原
顕
李
の
子
孫
や
商
家
･式
家
･

菅
江
の
儒
家
と
と
も
に
話
大
夫
に
属
し
た
｡
｢多
執
二
院
中
権
二

枚
振
二
威

勢
㌦

頻
有
二
鹿
揚
之
思
一難
.
然
而
累
代
執
柄
家
家
司
職
事
｡
不
レ
準

豪

家
之
号
二
と
あ
る
｡
名
家
の
人
々
の
官
途
コ
ー
ス
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
｡

八
省
幡

(
泊
民
兵
)
1
抑
辞
由
次
官
1
廷
尉
佐
1
五
位
我
人
1
弁
官
1
栽
人
頭
1
巷
談
1
大
中
納
言

三
事
兼
帯

す
な
わ
ち
名
家
と
は
'
蔵
人
や
弁
宮
を
経
て
次
第
に
昇
進
し
て
大
中
納
言

を
極
官
と
L
t
い
っ
ぽ
う
院
司
や
摂
関
家
の
家
司
と
し
て
権
勢
を
誇
っ
た
家

柄
と
い
え
る
｡
三
流
が
そ
れ
ぞ
れ
名
家
と
し
て
の
家
格
を
持
ち
得
た
理
由
に

鈴
木

‥公
事
作
法
を
め
ぐ
る
藤
原
軽
塀
の
ネ
ッ
-
ワ
ー
ク

(上
)

つ
い
て
は
､
実
務
官
僚
と
し
て
の
実
績
や
摂
関
家
の
家
司
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(3
)
｡
玉
井
力
氏
に
よ
れ
ば
'
院
が
人
事
権
を
全
面

的
に
掌
握
し
'
太
政
官
中
枢
の
実
務
宮
人
を
院
司
化
し
て
自
ら
の
権
力
下
に

取
り
込
ん
で
い
く
過
程
で
'
右
の
よ
う
な
顕
職
歴
任
の
コ
ー
ス
が
三
流
専
用

の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う

(4
)
｡

名
家
成
立
の
要
因
と
し
て
'
こ
う
し
た
政
泊
面
以
外
に
も
､
勧
修
寺
流
藤

原
氏
の
一
門
記
シ
ス
テ
ム
や
古
老
を
介
し
た
口
伝
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
指

摘
さ
れ
て
い
る

(5
)
C
ほ
か
に
も
'
婚
姻
圏
の
固
定
化
を
通
じ
た
公
事
情
報

の
流
通
が
考
え
ら
れ
る
｡
内
麻
呂
流
藤
原
氏
が
儒
家
と
し
て
式
部
大
輔
や
侍

読
な
ど
を
歴
任
す
る
と
い
う
'
名
家
の
中
で
特
異
な
位
置
を
確
保
し
た
の
に

対
し
て
'
勧
修
寺
流
藤
原
氏
と
高
横
流
桓
武
平
氏
は
互
い
に
幾
重
に
も
結
ん

だ
姻
戚
関
係
を
通
し
て
､
検
非
違
使
任
や
宮
司
'
坊
官
等
の
職
務
に
関
す
る

情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
へ
名
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立

･
維
持
し
た
の
で

あ
っ
た
｡

家
格
が
成
立
し
て
官
職
が
世
弗
化
さ
れ
る
と
'
ひ
と
つ
の
官
職
に
つ
い
て

の
在
職
年
数
が
短
く
な
り
'
さ
ら
に
低
年
齢
化
し
て
い
く

(6
)
が
､
こ
う

し
た
傾
向
は
'
蓄
積
さ
れ
た
情
報
を
効
率
よ
く
伝
授
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
｡
実
際
､
軽
房
の
日
記
で
あ
る

r古
記
｣

を
見
て
い
る
と
'活
発
に
公
事
情
報
が
動
い
て
い
る
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
｡

本
稿
は
'
経
房
の
儀
式
作
法
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
'
誰
か
ら
親

三
九
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議
を
受
け
た
か
'
誰
の
訊
諌
が
優
先
さ
れ
た
か
t
と
い
っ
た
こ
と
を
見
る
こ

と
に
よ
っ
て
､
公
事
作
法
に
関
す
る
情
報
を
入
手
す
る
た
め
の
経
房
の
人
的

ネ
ッ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
り
よ
う
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
O

第

一
節

藤
原
経
房
の
経
歴

藤
原
経
房
は
康
治
二
年

二

一
四
三
)
に
光
房
と
藤
原
俊
息
女
の
間

に
生
ま
れ
た
｡
為
房
を
曾
祖
父
と
L
t
為
隆
を
祖
父
に
も
つ
｡
曾
祖
父

為
房
は
三
尊
兼
帯
を
果
た
し
て
天
永
二
年

二

二

二

に
参
議
に

昇
る
い
っ
ぽ
う
で
､
後
三
条
院
判
官
代
'
白
河
院
別
当
'
中
宮

(藤
原

賢
子
-
白
河
中
宮
)
大
進
'
中
宮

(娘
子
内
親
王
)
大
進
､
宗
仁
親

王

(
の
ち
の
鳥
羽
天
皇
)
の
家
司

･
春
宮
売
な
ど
と
し
て
皇
室
に
奉
仕

し
た
｡
｢属
文
之
人
｣
7

)

で
､
【中
右
記
部
類
紙
背
王
朝
漠
詩
集
｣
に

四
首
を
載
せ
て
'
川
口
久
雄
氏
に

｢
一
応
有
力
顕
著
な
作
家
｣
の
ひ
と

り
と
評
さ
れ
て
い
る

(8
)
｡
ま
た
'
四
七
年
間
に
及
ぶ
日
記
や

｢撰
集
秘

記
L
t
家
嫡
顕
隆
の
た
め
の
蔵
人
頭
口
伝

『貫
首
抄
』
な
ど
を
残
し
て
い

る
｡
祖
父
為
隆
は
中
宮

(篤
子
内
親
王
=

堀
河
中
宮
)
棒
大
進
'
五
位

蔵
人
'
木
工
頭
'
弁
官
､
勧
学
院
別
当
'
蔵
人
頭
な
ど
を
経
て
'
保
安
三

年

二

二

一二
)
に
参
議
に
昇
っ
た
｡
父
光
房
は
勘
解
由
次
官
'
春
宮
大

進
'
五
位
蔵
人
'
右
少
弁
'
権
右
中
弁
'
中
宮

(藤
原
里
子
=
近
衛
中
宮
)

充
な
ど
を
歴
任
し
'久
寿
元
年

二

一
五
四
)

二

日
に
四
六
歳
で
卒
し
た
｡

経
房
の
外
祖
父
で
あ
る
俊
忠
は
道
長
の
曾
孫
で
'
和
歌
の
家
柄
御
子
左
家

に
属
す
る
｡
定
家
の
祖
父
に
あ
た
る
人
で
あ
る
｡
『尊
卑
分
脈
｣
に
よ
れ
ば
'

俊
忠
の
室
の

一
人
は
勧
修
寺
流
藤
原
顕
隆
女
で
､
女
七
人
中
三
人
が
勧
修
寺

流
藤
原
氏

(中
納
言
顕
長

･
光
房

･
権
中
納
言
顕
頼
)
の
室
で
あ
る
な
ど
､

同
氏
と
の
つ
な
が
り
は
深
い
｡

四

〇

光
房
は
俊
息
女
の
ほ
か
に
'
宮
内
卿
源
有
賢
女
へ
官
女
民
部
卿
藤
原
光
息

内
女
房
'
丹
後
守
藤
原
為
息
女
'
平
親
宗
女
と
婚
姻
関
係
に
あ
り

(9
)
'
経

房
に
は
同
母
壷
ハ母
を
含
め
て
二
人
の
兄
と
九
人
の
弟
と

一
人
の
妹
が
い
た
｡

二
人
の
兄
の
信
方
と
為
頬
は
'
い
ず
れ
も
早
世
し
た
よ
う
で
あ
る

(10
)0

経
房
は
平
範
家
女
と
の
間
に
定
経
を
､
｢官
女
皇
后
売
顕
憲
女
｣
と
の
間

に
時
経

(本
名
良
経
)
を
も
う
け
た
｡
二
人
の
女
は
そ
れ
ぞ
れ
藤
原
公
時
の

室
'
平
時
実
の
室
と
な

っ
た
｡
範
家
お
よ
び
時
実
は
高
棟
流
桓
武
平
氏
で
'

公
時
は
公
季
流
の
人
で
あ
る
｡
経
房
や
そ
の
子
の
世
代
に
限
ら
ず
､
勧
修
寺

流
藤
原
氏
は
高
棟
流
桓
武
平
氏
や
公
季
流
藤
原
氏
と
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
傾
向

に
あ
っ
た
｡
特
に
男
子
の
場
合
､
高
棟
流
桓
武
平
氏
･藤
原
商
家

(
貞
節
流
)

な
ど
諸
大
夫
層
の
女
性
を
妻
と
す
る
傾
向
が
あ
り
'
女
子
の
場
合
､
公
季
流
･

師
実
流

(大
炊
御
門

･
花
山
院
)
･
村
上
源
氏
等
の
清
華
の
家
と
婚
姻
を
結

ぶ
傾
向
が
見
ら
れ
る
｡
こ
う
し
た
婚
姻
圏
の
固
定
化
傾
向
は
為
房
の
代
よ
り

顕
著
に
な
っ
た
｡
す
な
わ
ち
'為
房
の
父
隆
方
が
平
行
親

(桓
武
平
氏
)
と
､

為
房
の
妹
光
子
が
藤
原
公
時

(公
季
流
)
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
以
来
の
こ

と
で
あ
る
｡

息
男
定
経
は
仁
安
二
年

(
二

六
七
)

一
〇
歳
に
て
叙
爵
､
勘
解
由
次
官
､
皇

后
宮

(寛
子
内
親
王
)
権
大
進
､
五
位
蔵
人
'
右
衛
門
権
佐
､
弁
官
'
中
宮

菟
'
蔵
人
頭
を
経
て
建
久
八
年

二

一
九
七
)
に
参
議
と
な
っ
た
｡
正
治
元
年

(
二

九
九
)
正
月
に
従
三
位
に
叙
さ
れ
た
が
'
同
年
二

月
四
四
歳
に
て
出
家
し

た
｡
｢尊
卑
分
脈
』
は
そ
の
間
の
経
緯
を

｢依
二
菩
提
心

也
､
此
時
父
卿

八千
時
権

大
納
言
)
義
絶
'
以
諌
資
撃

為
レ
子
令
レ
譲

二

与
家
門
二
云
々
｣
と
記
し
て
い
る
o

経
房
は
有
経

･
経
泰

･
長
房

･
為
成
ら
を
猶
子
と
し
た
｡
有
経
の
曾
祖
父

に
当
た
る
有
佐
は
女
を
為
隆
の
室
と
し
て
い
る
か
ら
'
勧
修
寺
流
藤
原
氏
と

は
緑
の
あ
る
家
だ
が
'有
経
が
経
房
の
猶
子
と
な
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
.
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系図 1 経房関係略系図

鈴
木
‥公
事
作
法
を
め
ぐ
る
藤
原
軽
房
の
ネ
ッ
-
ワ
ー
ク

(上
)

経
房
は
長
寛
二
年

二

一
六
四
)
二
月
に
安

房
守
を
辞
し
て
有
経
の
た
め
に
こ
れ
を
申
任

し
'
承
安
四
年

二

一
七
四
)
九
月
に
は
猶

子
有
経
'
子
息
定
経
と
も
に
熊
野
精
進
を
お

こ
な
っ
た
か
ら
'
少
な
く
と
も
こ
の
間
経
房

が
有
経
を
猶
子
と
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
｡
経
泰
に
つ
い
て
は

買
口
記
｣
に
｢自

レ
少
予
為
二
猶
子

1
'
改
二
姓
於
藤
原

l
｣
と

あ
る
｡
長
房
は
軽
房
の
弟
光
長
の
嫡
男
で
､

内
麻
呂
流
藤
原
俊
経
女
を
母
と
す
る
｡
治
承

三
年

(
二

七
九
)
正
月
に

一
〇
歳
で
経
房

事
に
て
首
服
を
加
え
た
｡
為
成
は
'垂
隆
(為

隆
の
弟
)
流
に
属
す
る
為
親
の
男
で
あ
る

(ll
)
0

経
房
は
以
上
の
よ
う
な
'
勧
修
寺
流
の
人

び
と

(直
系
の
父
祖
お
よ
び
兄
弟

･
子
息
'

傍
系
)
や
姻
戚

(名
家
の
清
華
な
ど
)
か
ら

公
事
作
法
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
｡
そ
の
ほ
か
'
先
達
に
教
え
を
受
け
る

こ
と
や
､
有
職
の
師
に
就
い
て
諦
譲
を
受
け

る
こ
と
も
あ
っ
た
｡
｢古
都
秘
訓
紗
｣
･
『古
記
』

(ほ
)
や

F山
塊
記
山
か
ら
'
経
房
が
教
え
を

受
け
た
例
や
逆
に
問
い
に
応
じ
て
教
え
を
与

え
た
例
な
ど
を
抜
き
出
し
て
ま
と
め
た
の
が

表
I
で
あ
る
｡

四

一
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表
1

公
事
作
法
を
め
ぐ
る
藤
原
経
房
の
人
賑
綱

経
房
関
係
-
経
房
と
先
達

･
姻
戚

書
家
以
外
)
の
人
び
と
と
の
間
に
公
事
作
法
に
つ
い
て
の
教
え
の
授
受
が
み
ら
れ
る
例
や
'
縁
者
が
経
房
を
訪
問
し
た
例
な
ど
を
取
り
上
げ
た
｡

為
隆
流
=
経
房
が
隆
方

･
為
房

･
為
隆
な
ど
父
祖
の
日
記
を
引
い
た
例
や
､
軽
房
の
兄
弟

･
子
息
が
経
房
を
訪
問
し
た
り
'
経
房
に
教
え
を
受
け
た
例
な
ど
を
取
り
上
げ
た
｡

勧
修
寺
流

･
内
麻
呂
流

･
高
棟
流
桓
武
平
氏
=
軽
房
と
勧
修
寺
流

(傍
系
)

･
内
麻
呂
流

･
高
棟
流
桓
武
平
氏
の
人
び
と
と
の
間
に
教
え
の
授
受
が
み
ら
れ
る
例
を
取
り
上
げ
た
｡

師
=
経
房
が
師
と
仰
い
だ
人
び
と
か
ら
教
え
を
受
け
た
例
な
ど
を
取
り
上
げ
た
.

仁安 2年 (1167) 仁安元年 (1166)

25歳 ､正五位下､蔵人､勘解由次官､上西門院判官代､右衛門権佐 24歳,正五位下､勘解由次官､

(正月任)､左衛門権佐(8月転) 上西門判官代､蔵人(8月任)

け 駈 10 9 8 6に装 6 り 555 4 正続 せ の 正 9 す 9 8垂 ○ 重 要に るつき請説杏享1 経房関係

る の 12 27 1 17尋東14 線 272319 2 30ぎ ぎ俵 19
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